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研究テーマ 探究的に学ぶことができる生徒の育成 
～新たな問いをもつことに焦点を当てて～ 

 
１ 研究のねらい 

ナゴヤ学びのコンパス(2023)では、目指したい子どもの姿を「ゆるやかな協働性の中で自律して
学び続ける」とし、重視したい学びの姿の一つとして「夢中で探究する」姿を挙げている。また、
「子どもたちが夢中になって、またじっくりと、自分なりの問いを立て、自分なりの方法で、自分
なりの答えにたどり着くことができるような、探究的な学びを実現していく必要がある」として、
子どもの探究的な学びの必要性が記されている。 
佐藤(2024)は、数学における「探究的な学び」の必

要性について「数学科の授業は、数学内・外の事象に
対して自ら問題を発見し、問いを設定したり、答えを
求めて終わりとせずに発展的に追究したりするといっ
た『探究的な学び』をいかに実現していくかが鍵とな
る」と述べている。また、その「探究的な学び」を
「子どもが自分事の問いを持ち、自他との対話により
思考を繰り返して問題解決し、さらなる問いを持つこ
とを繰り返すこと」と定義するとともに、探究的な学
びにおける学習者の姿を【資料１】のようにまとめて
いる。 
これらのことから、数学の学習を通して、「探究的に学ぶことができる生徒の育成」を目指す。私

が考える目指す生徒の姿とは、「日常や数学の事象に関する問題から自分なりの問いをもって問題解
決した後、新たな問いをもつことができる生徒」である。 

 
２ 研究の内容 
(1)  研究の対象 ３年１組（31 人） 
(2)  生徒の実態 

本校の生徒は、計算問題などの解決すべきことが示された問題について、他者との対話によ
り、解決を進めたり、示された方法で解決を進めたりする姿が多く見られる。一方で、自分なり
の問いをもって問題解決を進めたり、解決の過程を振り返り、次に考えてみたい新たな問いをも
ったりすることができる生徒の姿はあまり見られない。 

(3)  手立て 
自分なりの問いをもって問題解決する場面 
生徒が疑問に思い、そこから多くの問いがもてるような問題（バズる問題）を提示し、結果を

予想させる。その予想が正しいかどうかを説明するための問い（解決を目指す問い）をもたせる。
その後、使えそうな既習事項を共有することで、問題解決することができるようにする。 
検証① 解決を目指す問いを基に問題解決することができたか、生徒の学習プリントへの記述か

ら検証する。 
新たな問いをもつ場面（ＴＯＩボックス） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒とのやり取りの中で問題解決の結果や過程を振り返り、

前時に学び得たこと「シンキングテーマ」Ｔと今までの学習内
容をまとめたアイデアバンクから選んだ「アイデアカード」Ｉ
を、ＴＯＩボックスに整理させることで、新たな問いをもつこ
とができるようにする。 
検証② 学び得たことからＴＯＩボックスを整理させること

で、新たな問いをもつことができたかを、生徒の学習プ
リントの中の問いを設定した理由の記述から検証する。 

・事象や提示された問題について解決を目
指す問いをもつことができている 

・自分や他者との対話による思考を繰り返
し、問題解決を進めることができている 

・解決の結果や過程を振り返り、得たこと
を整理するとともに、次に考えてみたい
新たな問いをもつことができる  

【資料１】探究的な学びにおける学習者の姿 

新たな   

  dea card 

(今までの学習内容) 

  hinking Theme 

(前時に学び得たこと) 



３ 授業実践１ 
(1)  単元「平方根」（本時 13時間完了 9･10／13） 
(2)  本時の目標（９時間目） 

根号を含む式の加法、減法の計算方法について説明することができる。 
(3)  授業の流れ（９時間目） 

教師の主な働きかけ 生徒の主な発言・場面 

 
 
 
Ｔ：バズる問題について予想しましょう。 
 
Ｔ：その予想が正しいかどうかを説明するため

の問いを考えましょう。 
 
 

Ｔ：その問いに使えそうな既習事項は何ですか？ 
Ｔ：平方根以外にはありますか？ 
 
 
Ｔ：では、それらの既習事項を使って、バズる

問題を解決しましょう。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
Ｓ：できる（できない）と思います。 
 
 
 
 
 

Ｓ：(√𝑎)
2
= √𝑎2 = 𝑎 √𝑎 × √𝑏 = √𝑎 × 𝑏 

Ｓ：正の数・負の数の加法、減法の考え方 
Ｓ：文字の式の加法、減法の考え方 
  𝑎𝑥 + 𝑏𝑥 = (𝑎 + 𝑏)𝑥 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4)  本時の目標（10 時間目） 
平方根の学習内容と既習事項を組み合わせることで、新たな問いをもつことができる。 

(5)  授業の流れ（10 時間目） 
教師の主な働きかけ 生徒の主な発言・場面 

 
 
Ｔ：前時までに学んだことは何ですか。 
 
 
Ｔ：計算について、学び得たことは何ですか。 
Ｔ：では、Ｔは「平方根は四則計算できる」とし

ましょう。これに組み合わせられそうなアイデ
アカードを「アイデアバンク」から選び、ＴＯ
ＩボックスのＩにしましょう。 

Ｔ：ＴとＩに書いたことを基に、問いを設定しま
し、その問いを設定した理由を書きましょう。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｓ：平方根の乗法、除法は根号の中を計算する、

加法、減法は根号の中が同じ場合、文字の式と
同じように計算できることを学びました。 

Ｓ：平方根は四則計算できるということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

バズる問題 平方根の加法、減法はできる？ 

自分なりの問いをもって問題解決する場面 

 

検証① 解決を目指す問いを基に問題解決することができたか、生徒の学習プリントへの記述から
検証する。 

〇 既習事項を用いて、根号を含む式の加法、減法について説明ができている。 人 
△ 既習事項を用いて、根号を含む式の加法、減法について説明ができていない。 人 

 

新たな問いをもつ場面（ＴＯＩボックス） 

検証② 学び得たことからＴＯＩボックスを整理することで、新たな問いをもつことができたか
を、生徒の学習プリントの中の問いを設定した理由の記述から検証する。 

〇 
「平方根は四則計算ができる」ことを発展させ、解決を見通した新たな問いをも
つことができた。 

人 

△ 
「平方根は四則計算ができる」ことを発展させ、解決を見通した新たな問いをも
つことができなかった。 

人 

 

【予想される「解決を目指す問い」】 
・√2 + √3 = √5になるになるのではないか 
・√2 + √2 = 2√2になるのではないか 
・根号の中の数によってできるときとできないと
きがあるのではないか 

【予想される「バズる問題」の答え】 
・𝑎 + 𝑎 = 2𝑎と同じように√3 + √3 = 2√3に計算
できる。𝑎 + 𝑏 と同じように√2 + √3 は計算でき
ない。 

【予想される生徒の考え】 


